
マイクロ∑カウンセリング

個人のスタイルと

理論を決める

技法の統合

指示、論理的帰結、解釈、自己開示、

積極技法 助言、情報提供、説明、教示、フィー

ドバック、カウンセラーの発言の要約

焦点のあてかた技法（来談者の会話の流れを方向づける）

対決技法（矛盾∑不一致∑混乱の指摘）

意味の反映（来談者の体験の個人的な意味を探求する）

５段階の面接構造

面接を傾聴の技法のみで完結する

共感的理解の視点でそれを評価する

感情の反映（来談者の感情の世界を正確に感じとる）

要約技法（重要部分のくり返し、明確化、具体化）

基本的

はげまし・言い換え（会話の促進、傾聴の伝達） 傾聴の連鎖

クライエント観察技法

質問技法（閉ざされた質問、開かれた質問）

かかわり行動（視線、身体言語、声の調子、言語的追跡）

マイクロ技法の階層表（アレン∑Ｅ∑アイビィ 1994）

フレンド∑サポート

page



１．かかわり行動

⑴ネガティブな面接

∑どこがよくないか、気づいたことを書いてください。

∑気づいたことを話し合ってください。

⑵ポジティブな面接

∑どこが改善されたか、気づいたことを書いてください。

∑気づいたことを話し合ってください。

⑶このセッションのポイント

２．質問技法

∑開かれた質問＝

∑閉ざされた質問＝

∑次のビデオの質問はどちらの質問ですか。

①あなたは確か、お子さんたちだけで、ご主人はいなかったのですよね？【 】

②片親の経験についてもう少し話してくれない？【 】

③具体的な状況を話してもらえないかな？【 】

④あなたが今話したことをもっと具体的な例で言ってください。【 】

⑤お嬢さんたちはいくつですか？【 】

⑥いつもそんなふうに、叩き合ったりするの？【 】

⑦友だちはお互い同士、叩いたりしますか？【 】

∑質問技法について、考えたことを書いてください。
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３．はげまし技法∑言い換え技法

∑最小限のはげまし＝

∑言い換え＝

⑴効果的でない面接

∑どこがよくないか、気づいたことを書いてください。

∑気づいたことを話し合ってください。

⑵効果的な面接

∑どこが改善されたか、気づいたことを書いてください。

∑気づいたことを話し合ってください。

⑶このセッションのポイント

４．感情の反映技法

⑴効果的な面接

∑どこがよかったか、気づいたことを書いてください。

∑気づいたことを話し合ってください。

⑵このセッションのポイント
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